
2022. 2      2425    2022. 2

度
か
ら
だ
。

　

松
山
社
長
は
就
任
が
決
ま
っ
た

時
に
、
50
個
の
会
社
の
課
題
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
た

と
い
う
。

「
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
書
き
溜
め

て
い
た
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
解

決
し
て
き
た
の
が
、
こ
の
５
年
く

ら
い
の
こ
と
で
す
」
（
同
氏
）

　

21
年
３
月
期
の

連
結
業
績
は
、
売
上

高
３
６
２
億
７
３
０

０
万
円
、
営
業
利
益

11
億
２
６
０
０
万

円
。
20
年
３
月
期
に

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10

へ
の
移
行
と
消
費
税

改
正
の
特
需
が
あ
っ

た
た
め
前
期
比
で
見

る
と
減
収
減
益
だ
が
、

特
需
を
差
し
引
け
ば
、

16
年
度
以
降
は
順

調
に
増
収
増
益
基
調

に
あ
る
。
営
業
利
益

率
は
16
年
度
の
１
・

４
％
か
ら
３
・
１
％

に
、
自
己
資
本
比
率

も
同
14
％
か
ら
34
・

２
％
と
い
ず
れ
も
２

倍
以
上
伸
長
し
た
。

企
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ

従
業
員
満
足
度
向
上
と
事
業
構
造
改
革
で
利
益
が
倍
増

　

大
興
電
子
通
信
は
、
シ
ス
テ
ム

構
築
か
ら
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
保
守

ま
で
一
貫
体
制
で
企
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
取
引

先
は
、
製
造
業
、
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
業
を
中
心
に
累
計
２
万
社
を
超

え
る
。
既
存
顧
客
か
ら
の
リ
ピ
ー

ト
受
注
が
９
割
に
及
び
、
な
か
に

は
50
年
以
上
続
く
取
引
先
も
あ
る
。

長
年
の
直
接
取
引
で
強
固
な

事
業
基
盤
を
築
い
て
き
た
。

ま
た
２
８
０
０
社
を
超
す
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
連
携
で
、

コ
ン
サ
ル
か
ら
保
守
運
用
ま

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
提
供

を
実
現
し
て
い
る
。

　

事
業
部
門
は
、
メ
ー
カ
ー

の
Ｏ
Ａ
・
通
信
機
器
を
販
売

す
る
「
情
報
通
信
機
器
」
部

門
と
、
シ
ス
テ
ム
開
発
、
保

守
、
工
事
な
ど
を
行
う
「
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

部
門
の
２
つ
。
う
ち
売
上
の

７
割
以
上
を
担
う
現
在
の
主

力
は
、
後
者
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
部
門
だ
。
同
部
門

を
さ
ら
に
細
か
く
み
る
と
、
企
業

の
要
望
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
「
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
」
が
総
売
上

高
の
半
分
を
占
め
る
。

　

同
社
が
得
意
と
す
る
の
は
、
複

雑
な
業
務
や
生
産
工
程
を
テ
ン
プ

レ
ー
ト
化
し
、
自
社
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る

こ
と
だ
。
取
扱
製
品
は
、
国
内
シ

ェ
ア
Ｎ
ｏ
．
１
の
個
別
受
注
生
産

管
理
シ
ス
テ
ム
「
ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｍ
」
を

は
じ
め
、
小
売
業
向
け
販
売
管
理

シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
ｅ
ｔ
ａ
ｉ
ｌ
Ｆ
ｏ

ｃ
ｕ
ｓ
」
、
ク
ラ
ウ
ド
型
情
報
配

信
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
ｉ
│
Ｃ
ｏ

ｍ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
」
な
ど
、
業
務
特
化

型
の
製
品
を
多
数
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

そ
の
ほ
か
漁
業
協
同
組
合
向
け
販

売
・
購
買
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｆ
Ｃ

Ａ
Ｐ
」
な
ど
、
ニ
ッ
チ
な
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
開
発
に
も
注
力
す
る
。

「
Ｆ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
長
崎
県
を
中
心
に

導
入
・
拡
販
を
進
め
て
い
ま
す
。
水

産
資
源
確
保
の
た
め
魚
が
ど
こ
で

何
本
上
が
っ
た
と
い
う
情
報
が
取

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
デ
ジ

タ
ル
化
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ

た
分
野
も
今
後
狙
っ
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
」（
松
山
晃
一
郎
社
長
）

　

１
９
５
３
年
に
設
立
し
た
同
社

は
、
64
年
に
富
士
通
と
特
約
店
契

約
を
締
結
以
降
、
総
合
デ
ィ
ー
ラ

ー
と
し
て
全
国
に
拠
点
を
拡
大
し

た
。
90
年
代
に
入
る
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
95
が
爆
発
的
に
売
れ
た
の
に

伴
い
売
上
は
過
去
最
高
を
記
録
。

し
か
し
そ
の
後
、
主
力
の
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
が
オ
フ
コ
ン
か
ら
Ｐ
Ｃ
サ

ー
バ
ー
に
移
行
し
単
価
が
下
落
。

売
上
も
減
少
し
て
い
っ
た
。

「
当
時
は
汎
用
機
や
オ
フ
コ
ン
が

高
額
だ
っ
た
た
め
、
保
守
や
Ｓ
Ｅ
サ

ー
ビ
ス
が
タ
ダ
と
い
う
時
代
で
し

た
。
そ
れ
が
ハ
ー
ド
単
価
が
下
が

り
、
物
売
り
だ
け
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

が
成
立
し
な
く
な
っ
た
。
保
守
や

Ｓ
Ｅ
を
有
償
化
し
て
い
く
歴
史
の

中
で
、
当
社
は
お
客
様
向
け
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
作
る
こ
と
を
長
年

や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
」（
同
氏
）

　

そ
の
後
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
注
力

し
て
き
た
が
、
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
り
と
業
績
不
振
が
続

い
た
。
回
復
し
た
の
は
、
松
山
氏

が
社
長
に
就
任
し
た
２
０
１
６
年

松山晃一郎
代表取締役社長 CEO兼COO

大興電子通信
［8023・東2］

　

好
調
の
要
因
は
、
中
期
経
営
計

画
「
Ｄ
，ｓ
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
の
推
進
だ
。

16
年
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
２
年
毎
に
、

土
台
づ
く
り
、
収
益
基
盤
強
化
、

安
定
成
長
と
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
施
策
を
打
ち
出

し
た
。

　

１
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ
で
取
り
組
ん

だ
の
が
、
従
業
員
満
足
度
向
上
。

「
顧
客
満
足
度
を
高
め
る
の
は

現
場
の
社
員
で
す
。
彼
ら
が
自
分

の
処
遇
や
仕
事
に
満
足
し
て
明
る

い
未
来
を
描
け
な
け
れ
ば
、
お
客

様
の
方
に
向
き
ま
せ
ん
。
当
た
り

前
の
こ
と
を
や
っ
た
だ
け
で
す
が
、

で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
ま
ず
全

社
で
取
り
組
み
ま
し
た
」
（
同

氏
）

　

給
与
を
業
界
水
準
ま
で
引
き
上

げ
る
な
ど
待
遇
改
善
を
行
っ
た
結

果
、
離
職
率
の
低
下
に
つ
な
が
っ

た
。
そ
れ
以
前
は
離
職
者
が
入
社

す
る
人
数
よ
り
も
多
か
っ
た
が
、

取
り
組
み
を
始
め
て
３
年
で
逆
転

し
た
。　

　

２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
か
ら
推
進
し

て
い
る
の
が
事
業
構
造
の
改
革
だ
。

事
業
毎
に
、
21
年
度
の
年
間
売
上

目
標
を
設
定
し
、
高
収
益
事
業
の

拡
販
と
成
長
性
の
高
い
事
業
へ
の

投
資
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
ク
ラ
ウ
ド
や
保
守
サ
ー

ビ
ス
の
ス
ト
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

目
標
値
１
４
０
億
円
に
対
し
、
20

年
実
績
で
１
３
２
億
円
と
94
％
を

達
成
。
今
後
も
収
益
比
率
35
％
の

維
持
が
目
標
だ
。
次
に
自
社
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
特
化
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

目
標
値
50
億
円
に
対
し
35
・
５
億

円
と
70
％
の
達
成
率
。

「
こ
れ
以
外
に
も
見
積
も
り
フ

ェ
ー
ズ
で
す
ご
く
丁
寧
に
や
っ

て
い
ま
す
の
で
、
抜
け
漏
れ
や

ト
ラ
ブ
ル
が
減
り
利
益
率
が
改

善
し
ま
し
た
」
（
同
氏
）

　

そ
の
ほ
か
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
製
品
の
拡
充
、
さ
ら
に
Ｍ
＆

Ａ
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
拡
大
な
ど
も

着
実
に
進
め
、
一
方
で
利
益
率
の

低
い
公
共
事
業
か
ら
は
一
部
撤
退

を
し
た
。
21
年
３
月
期
は
最
終
赤

字
と
な
っ
て
い
る
が
、
主
因
は
こ

の
撤
退
に
よ
る
特
別
損
失
だ
。

　

最
終
の
３
ｒ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

「
し
あ
わ
せ
を
追
求
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
企
業
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
、
次
の
10
年
へ
と
繫
ぐ
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

「
社
員
が
満
足
し
て
、
お
客
様

に
満
足
し
て
い
た
だ
き
、
次
の
投

資
へ
回
す
と
と
も
に
株
主
様
に
も

還
元
で
き
る
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ま

す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
社
員
な
の

で
、
次
の
10
年
も
チ
ー
ム
Ｄ
Ａ
ｉ

Ｋ
Ｏ
と
し
て
強
い
メ
ン
バ
ー
を
作

っ
て
い
く
こ
と
を
軸
に
、
色
々
な

こ
と
に
取
り
組
み
た
い
で
す
」

（
同
氏
）

　大興電子通信は、富士通の大手パートナーとし
て情報通信機器の販売及び、工事、保守、システム
開発を手掛けるシステムインテグレータだ。同社は
2022年の創立70周年に向けて、中期経営計画「D’
sWAY」を推進。これまで取り組んできた構造改革と
体質改善により、業績は増収増益基調へ転じ、自己
資本比率も目標の30%を早期に達成した。具体的な
取り組みについて松山晃一郎社長に聞いた。

顧
客
２
万
社
の
強
固
な
事
業
基
盤

業
務
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
強
み

トップに直撃

富
士
通
総
合
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
拠
点
拡
大

90
年
代
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
単
価
が
下
落

利
益
率
、
自
己
資
本
比
率
が
２
倍
に

従
業
員
満
足
度
向
上
で
離
職
率
低
下

ス
ト
ッ
ク
＆
特
化
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大

し
あ
わ
せ
を
追
求
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
へ

PROFILE●まつやま・こういちろう
1965年11月生まれ。88年近畿大商
経卒、大興電子通信入社。2004年流
通営業部長、09年関西支店長、12年
公共システム本部副本部長、13年執
行役員公共ビジネス統括本部長、15
年上席執行役員CCOコーポレート本
部長などを経て、16年代表取締役社
長COO経営革新本部長。18年代表
取締役社長CEO兼COO（現任）。

■中期経営構想『D’s WAY』全体像

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

362億7300万円
11億2600万円
11億9600万円
▲4億5200万円

380億円
13億円

13億1000万円
8億8000万円

12.0%減
45.8%減
43.1%減

─

4.8%増
15.4%増
9.5%増

─

2021年3月期 連結業績

2022年3月期 連結業績予想

前期比

前期比

コード 8023 市場 東証2部

直近株価 435円（21.12/21終値）
昨年来高値 593円（21.3/23）

431円（21.12/21）
60.2億円

昨年来安値

時価総額

PER 6.7倍 配当利回り

決算

2.76%
3月

値動き

PBR 0.70倍

［大興電子通信］株式データ


